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大阪湾ウミウシ観察会

公益社団法人大阪自然環境保全協会（ネイチャーおおさか）
は，1976年に発足した自然保護団体で，自然環境保全のために，
調査・研究・保全・教育など様々な活動に取り組んでいます．
「大阪湾ウミウシ観察会」は，その中の１つのグループで2015
年７月に設立されました．この観察会は，市民グループがスタ
ッフとなって一般市民の参加者を募集し，大阪湾南東部の磯等
でウミウシの観察をテーマとして開催されています．この会の
目的は，写真集などでそのカラフルな色彩が有名ですが，あま
り生きている姿を見ることの少ないウミウシを，大阪湾で一緒
に観察することによりその魅力を伝え，さらに大阪湾の豊かさ
を知ってもらうことです（田中，2016）．

ウミウシの調査方法

観察会は月に１度，潮のよく引く日に設定し，ホームページ
等で現在も一般参加者を募集しています．観察会は主に大阪湾
南東部の和歌山市加太・城ヶ崎で行われ，その他，淡島神社近
くの磯，大阪府岬町の長松海岸，大阪府阪南市の福島海岸の干
潟で行われることもありました（図１）．参加者はスタッフか
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らウミウシ類の探し方の説明を受け，石をめくりながら潮間帯
にいるウミウシ類を探索しました（図２）．観察時間は最干潮
時を含め２時間ほどです．生息密度が低く，転石裏にいること
が多いウミウシ類を短時間で探すことはなかなか難しいのです
が，多くの参加者で探すことにより，観察会では多くのウミウ
シ類を見つけることができました．
見つけたウミウシ類は，皆で観察して種類と数を記録しまし

た．ウミウシ類の種類については参加者や市民スタッフの他に，
田中，増田，きしわだ自然資料館の柏尾翔氏らの研究者を交え
て同定を行いました．現地での同定が難しい場合はきしわだ自
然資料館で，歯舌などの形態からより詳細な同定を行うことも
ありました．

観察会の記録

観察会は2015年７月から2022年３月までに雨天よる中止の場
合を除き，１年を通じて合計47回開催されました．参加人数は
のべ1,409名で，参加者は主に未就学児や小学校低学年児童と
その家族が多く，１回あたりの参加者数は一般参加者が平均
20.7名，スタッフが9.2名でした．観察されたウミウシ類の平均
種数は15.3種で，全観察会で観察された種は30科98種になりま
す（表１）．
大阪湾は1950年代から最近まで，研究者によりウミウシ類

の調査記録が残されています．これらのデータと比べてみる
と，観察会で新たに見つかった種がいたことがわかりました．
ルンキナウミウシ（2017/3/12），ウツセミミノウミウシ
（2020/10/31）（図３A），アキバミノウミウシ（2020/11/14）
（図３B），ヨツスジミノウミウシ（2020/11/14）は，観察会に
よって発見された大阪湾初記録種です（図３）．
この観察会で調べたウミウシ類の種類と採集数の記録をまと

めることによって，ウミウシ類の生活史の一部を知ることがで
きました（図４）．和歌山市加太・城ヶ崎で2015年から2021年
に頻繁に観察された15種のウミウシ類の月ごとの出現傾向を調
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図１　 大阪湾ウミウシ観察会　観察地地図（国土地理院 Vectorを一部改変）

図２　 ウミウシ観察会の様子（写真撮影　上嶋見佳氏）
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べると，アメフラシ，アリモウミウシ，キヌハダウミウシは冬
から春にかけて出現し，ヤツミノウミウシは夏に出現しました．
ミヤコウミウシやツノバネミノウミウシは秋に出現し，イズミ
ミノウミウシは秋から冬にかけて出現しました．ヤマトウミウ
シ，アカボシウミウシ，コネコウミウシ，クロシタナシウミウ
シ，マダラウミウシは夏以外に出現したことから，多くのウミ
ウシ類には出現する季節に傾向があるということがわかりまし
た（図４）．アカエラミノウミウシやアオウミウシは，その出
現時期がはっきりしていませんが，観察会を続けることにより，
今後，ウミウシ類の季節変動のデータをさらに明らかにするこ
とができます．季節変動の要因としては，餌生物の季節性や幼
生期間の海流の影響，繁殖のための集合などが考えられるので
すが，観察会ではこれらを把握することは難しく，季節変動の
要因を分析するまでには至っていません．

標本情報の登録・公開，DNAによる分析

観察されたウミウシ類は，データをとるだけではなく，標本
にして世界機関に登録することや，ウミウシ類の種の解明のた
めに，DNAを採取して系統を調べる作業も行いました．

GBIF*（Global Biodiversity Information Facility地球規模生
物多様性情報機構）は，世界中の博物館などの研究機関から
標本，観察等の生物情報の提供をうけることにより，データ
を収集する組織です．この情報はオープンアクセスになって
いて，世界のだれもがその生物多様性データを利用すること
ができます．
大阪湾ウミウシ観察会では，観察会で採集されたウミウシ類

のうち，大阪湾で出現記録に限りのある種，あるいは分類学的
な検討を要する種をきしわだ自然資料館に寄贈しています．き
しわだ自然資料館ではこれらのウミウシ類を分類して標本にし
たのち，資料館のデータとして蓄積し，さらに GBIFに登録す
ることにより，大阪湾のウミウシ類情報を海外に発信していま
す．観察会で見つかった種のうち，2021年度は５種の標本が
GBIFに登録されました（表２）．
また，大阪湾で採取されるイズミミノウミウシは，赤色個体

と白色個体が見られ（図５），別種のウミウシではないかと考
えられてきました．Spurilla brazilianaイズミミノウミウシの
他に，よく似た地中海および東部大西洋地域に限定された S. 
neapolitanaという種がおり，外来種の可能性も視野に入れ，

表１　 ウミウシ観察会観察種

図３　 観察会で見つかった大阪湾初記録種（写真撮影　柏尾翔氏） 
（A）ウツセミミノウミウシ，（B）アキバミノウミウシ
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図４　 ウミウシの出現時期と季節

表２　 GBIFへのウミウシ標本の登録
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DNAによる判定を行ってみました．結果としては，赤色の個
体も白色の個体も同一の S. brazilianaイズミミノウミウシであ
ることがわかりました．これらのウミウシの DNA情報は大阪
湾での登録がないため，この情報を NCBIに登録しました
（Accession LC702233-LC702236）．今後も継続的に，作成した
標本の情報や解析した DNA情報を蓄積し，世界に発信してい
きたいと考えています．

市民科学としての大阪湾ウミウシ観察会

一般市民が参加して，様々な生息地や場所でデータを収集す
る行為は「市民科学」と位置づけられています（Silvertown, 
2009）．そこでは参加者が観察している生物について学び，ま
た科学的な調査が行われる過程を体験できます．大阪湾ウミウ
シ観察会は，多くの参加者により多数のウミウシ類が長期間に
わたって観察され，記録されていることなどから「市民科学」
によるデータと位置づけられると考えます．同定に研究者を交
えていることにより，データの信憑性にも大きな問題はありま
せん．参加者はまずとにかくウミウシ類を見たいというきっか
けから観察会に参加されることが多いのですが，次第にウミウ
シ類そのものの多様性に気づき，異なる種類のウミウシ類の探
し方や既知のウミウシ類の確認の方法を身につけていく様子が
見られます．何度も参加することによって，観察者から次の段
階の自然科学における科学リテラシー（佐々木，2016）を身に
つけた「市民科学者」へと成長していると言えるのではないで
しょうか．観察会という形で市民参加型の調査を継続すること
により，参加者はウミウシ類に対して興味，知識を持つという
学習のほかに，自分達の探したウミウシ類のデータを大阪湾の
記録として残すことの意味や，大阪湾にいる多種多様な生物の
存在に気付き，これからも海の生物を大切にしようという環境
保護の意識につなげることができます．今後，環境問題を考え
ていく上で，市民が参加する調査の重要性はますます高まり，
実施する地域も増加していくことが予想されます．イベントの
ように楽しみつつ，いつでも誰でも参加ができて，なおかつ学
術的に評価できるという市民参加調査手法を確立するという課
題は，この観察会ではおおむね達成できていると考えます．
今後さらにウミウシ類の季節性を継続して調べることによっ
て，ウミウシ類の生態を環境の指標にできる可能性があります．
出現の時期が例年と異なる場合や，頻繁に観察されるウミウシ
類が出現する時期に現れない場合は，天候や海流や人為的な何
らかの影響が考えられます．既に日本ではウミウシ類の外来種
やレッドリスト掲載種が報告されており（柏尾，2019；柏尾・

田中，2021），その消長を調べることは重要です．また，日本
は地震大国であり，東日本震災前後のベントスの調査（金谷ら，
2019）や大型底生動物の震災後の工事の影響の調査（庄子ら，
2018）の事例もあることから，震災前後のデータはその後の環
境問題を考える上で貴重な記録となります．市民参加型の調査
によって得られたデータは収集するだけでなく，標本情報や
DNAなどの世界に向けて発信していく方法も含めて，将来に
わたってどのように研究等で活用していくかを考えることも重
要な課題です．
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図５　 イズミミノウミウシの赤色個体と白色個体


